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ことが影響 して、広葉樹林の利用 を高めたためと考 えられる。農地の存在 は、サルの群落利用に大きな影響 を及ぼ
してい ることが示 された。
〈発表概要 〉
ニホンザル2群 の群落利用パ ター ン ～隣接す る自然群 と加害群の比較～
海老原寛,高 槻成紀(麻 布大 ・院 ・獣医)所 内対応者:辻 大和
近年、サル(ニ ホンザル)に よる農業被害が生 じている。こうした状況 は一種の実験 とみることができ、サルが
環境の変化に対 して、どの ように生活 を変化 させたかを知る好機 といえる。本研究では、神奈川県丹沢東部の農地
を利用 しない群れ(自 然群)と 農地を利用する群れ(加 害群)の 群落利用 を比較 した。ラジオテ レメ トリ法によ り
群れの位置 を把握 し、GIS上で環境省の植生図を用いて解析 を行った。調査は2011年6月～ll月にお こなった。
自然群は、初夏 に針葉樹林の利用が多く広葉樹林の利用が少 なかったが、季節が進むにっれて これが逆転 した。加
害群においては、初夏に草地の利用が多 く農地の利用が少なかったが、季節 が進むにつれて逆転 した。このことは、
おそ らく食物供給の違いによ り、自然群では森林が、加害群 では農地などが群落利用の季節変化のキー となってい
ることを示唆す る。2群の群落利用を比較す ると、どの季節 においても加害群の方が農地の利用が多かった。また、
初夏や晩夏には加害群の方が広葉樹林の利用が多かった。これ は、農地に栄養価の高い作物 が集 中的にあるためと
考 えられる。また、農地 と広葉樹林が隣接 していることが多いため、農地を利用することが結果 として広葉樹林の
利用を高めたためと考えられ る。
B-3サル脊髄損傷モデル を用いた軸索再生阻害因子 とその抗体による神経 回路修復に関す る研究
山下俊英,中 川浩,中 村 由香,佐 藤彰修(大 阪大 ・院 ・医)所 内対応者:高 田昌彦
脊髄損傷によ り、中枢運動回路の軸索が切断され、上下肢の麻痺が惹起 される。成体において脊髄 が損傷 され る
と、機能回復 が期待できないことが多い。その理由のひ とつ として、軸索再生 を阻害す る因子 の存在があげ られる。
我々は、新規の軸索再生阻害因子 としてRepulsiveguidancemolecule-a(RGMa)を同定 し、脊髄損傷モデルラッ トに
RGMaの機能を中和す る抗体を投与することによ り、運動機能の回復 が促進 され ることを報告 した。(Hata,etal.,
2006)本研究は、霊長類 においてRGMaが 軸索再生阻害因子 として働いているか どうかについて検証することを
目的 としている。アカゲザル を用いて、運動を制御す る皮質脊髄路を順行性 トレーサーでラベル し、その3週 間後
に脊髄損傷(hemisection)を施 した。 さらにその10日 後に、脊髄を採取 し、免疫染色法にて損傷部周囲のRGMa
発現を観察 しているところである。また大脳運動野領域、皮質脊髄路における、RGMa受容体であるneogeninの発
現 も確認 している。抗体治療を施す予定のアカゲザル2頭 については、運動機能評価課題の トレーニングを行って
いる。
B-4サル系統進化にお ける上肢の解剖学的発達
西条寿夫,TAAversi-Ferreira,堀悦郎(富 山大 ・医学薬学研究部 ・システム情動科学)所 内対応者:中 村克樹
オマキサルは、チンパ ンジーや ヒ トと同様に、上肢によ り道具 を用いて食物 を得 ることが知 られてい る。これ ら
道具使用には、上肢筋肉の微細なコン トロールが必要であり、道具使用を行 うオマキサルの手指 は、ヒ トやチンパ
ンジー と異なる筋支配にも関わ らず、ヒ トやチンパンジー と同様 な母指対向性 を有 していることが明 らかにされて
いる。一方、ニホンザルは、行動学的研究や神経生理学的研究に多 く用いられているにも関わ らず、その上肢の解
剖学的特徴は比較的不明である。本研究では、ニホンザルにおける上肢の解剖学的特徴 を、肉眼解剖 により解析 し
た。その結果、ニホンザルの上腕二頭筋、上腕筋、烏 口腕筋、上腕三頭筋およびdorsoepitroclearmuscle(サル類の
み、ヒ トで存在せず)に おける神経支配お よび血管の分布 は、他の霊長類 と同 じであったが、その起始 と停止の付
着部位 が異 なることが明 らかになった。現在 、前腕筋 の肉眼解剖 を行ってお り、今後 全デ ータをComparative
AnatomicalIndex(IAC)を用いて数値化することによ り、 ヒ トを含む他の霊長類 と比較 し、上肢の進化過程 を明ら
かに していく予定である。
B-5マー モセ ッ トにお ける養育個体のオキシ トシン濃度
齋藤慈子(東 京大 ・院 ・総合文化)所 内対応者:中 村克樹
近年、神経ペプチ ドの一つであるオキシ トシン と社会性 に関する研究がげっ歯類で盛んにおこなわれている。オ
キシ トシンは、社会性の第一歩 と考えられ る認知 ・行動 に関わっていることがわかってお り、ヒ トを対象 とした研
究 も盛ん となっている。しか し、いまだヒ ト以外の霊長類における社会行動 とオキシ トシンの関係についての研究
は数が少 ない。そ こで、本研究では、協同繁殖 をお こな うコモンマーモセ ッ トを対象に、母親だけでなく父親 のオ
キシ トシン濃度が、妊娠 ・出産 ・養育行動によ りどのよ うに変化するかを調べ ることを 目的とした。
乳幼児 がいる父親個体 と単独飼育オス個体から採尿 し、市販のオキシ トシ測定用EIAキット(ヒ ト、マ ウス用)
を用いて、尿中のオキシ トシン量を比較 したが、群間に差はみ られなかった。また出産前後でオキシ トシン量に変
化がみ られ るかを検討す るために、妊娠 中～出産後の繁殖ペアよ り採尿 をおこない、オキシ トシン量の測定 をお こ
なった。その結果、メスでは出産当 日(血液 も尿に混入 していた)に ピー クを示 し、出産前よ りも出産後で値 が高
い傾 向がみ られた。また、オスでは前後で大きな変化がみ られなかった。
その後、マーモセ ッ トにおけるオキシ トシンのペプチ ド配列が他の哺乳類 と異な ることが発表 されたため、マー
モセ ッ トのオキシ トシンを合成 し、再度測定系の妥 当性 を検討 している。
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